
   南砺市立福野小学校 校長だより 

  校長室の窓から 

令和４年度 第１２号 ９月２７日  

 

台風１４号の通過以来、朝、晩、冷え込む日が続くようになってき 

ました。それに伴い、長袖を着て登校する子供が増えてきました。お 

子さんの健康に気を配っていただき、ありがとうございます。十分な 

栄養、睡眠等、引き続き、お子さんの体調管理にご配慮ください。 

学校行事を通して学ぶこと 
校舎内を巡回していて、下の掲示物を見かけました。左が９月中旬に宿泊学習を終

えた５年生の『振り返り』、右がこれから宿泊学習に出かける６年生の『決意』です。 

「時間」「規則」「協力」の３つを目当てに初めての宿泊学習に臨んだ５年生は、宿

泊学習で学んだことをこれからの学校生活にどう生かしていくのかを学年全体で考

えたようです。５分前行動は、清掃後の授業が始まるときにもできそうです。みんな

が安心して学校生活を送ることができるように廊下の歩行、授業や給食時の態度も考

えていかなければいけません。一人一人が意識し、それでもできないときは、みんな

で助け合い、『すごい５年生』に近づこうということが話し合われたようです。 

 これから宿泊学習に臨む６年生は、やはり宿泊学習を楽しみにしているようです。

コロナが不安という気持ちも垣間見えます。では、宿泊学習当日まで何を意識して生

活していかなければならないか？どんなに楽しみでも、コロナにかかってしまうと参

加することはできません。やはりコロナ対策の徹底が大切です。人に迷惑をかけず、

他を思いやって行動することは、何も宿泊学習に限ったことではありません。日頃か

ら意識して取り組んでいこうということが話し合われたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《５年生；宿泊学習を振り返って》     《６年生；宿泊学習に向けて》 

学校行事は、子供たちにとって楽しいものです。しかし、「ああ楽しかった」で終わ

ってよいものではありません。行事の前には「全体で」「個人で」目標を決める、それ

に向かって努力する、終わった後には振り返り、これからの生活に生かす。これがあ

るからこそ、子供たちは学校行事を通して成長していくものだと考えます。もちろん、



小さい学年には難しいことです。１年生は「ああ楽しかった。学校楽しいな。明日か

らもがんばろう」と思ってくれれば、それでいいのです。このように、どの学年でも、

子供の発達段階に応じて、子供たちと学年担任の間で、日頃から話し合われているこ

とに校長としてうれしく思います。 

先日、１０月１６日（日）実施の学習発表会のテーマが『みんなが主役～仲間と一

緒に思いを伝えよう～』に代表委員会で決まりました。ステージ発表を行う学年、作

品展示を行う学年、それぞれにテーマに向けて頑張ってくれることを期待しています。 

子供たちの様子から（ちょっといい話、おもしろかった話） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教員をしていると、時折、こんな子供たちと出会うことがあります。教員をしてい

てよかったなと思う瞬間の一つです。 

 

 

 

 

 

 

 （校長  曲 師 政 隆） 

・９月７日に、福野地域の退職された先生方が学校や子供たちのために、玄関前

の低木の周りや駐車場横の花壇等の除草に来てくださいました。ありがとうご

ざいました。 

・９月２６日から石田里奈養護教諭が産前休暇に入りました。代わりに山本明日

翔養護助教諭が先週から着任しています。よろしくお願いします。 

・朝、玄関前であいさつ運動をしていた私に、あるお父さんが「すばらしい子供た

ちですね」と言っていかれました。お話を聞いてみると、忘れ物を届けに玄関に

来たときに、たぶん６年生の子だと思いますが、「どんなご用事ですか」「届けま

しょうか」と言ったそうです。当たり前のことだと言えば当たり前ですが、なか

なか言えることではありません。他の気持ちを考えて、自分から行動できる子

供って、すばらしいなと思いました。 

・毎日、休み時間にグラウンドを走っている子がいます。１１月の持久走大会に向

けて練習しているそうです。自分で目標を決めて頑張る姿、すばらしいと思い

ます。結果はよいに越したことはありませんが、結果は時の運です。しかし、目

標に向けて努力した気持ち、身に付いた体力は、間違い 

なく自分の財産になります。今後も続けてほしいと思い 

ます。（一緒に走っている担任にも感心します。そうい 

えば、この学校、若い教員が多いからか、休み時間に子 

供たちと一緒に遊んでいる教員やスタディ・メイトが多 

いと思います。ありがたいことです） 

・清掃の時間、珍しく体操服を着ていた私を見て、１年生の子供が「何をするので

すか？」と聞いてきたので、「草むしり」と答えると、「えっ！」と言って見るか

らに悲しそうな顔をしました。どうやらバッタがいなくなることを心配したよ

うです。「大丈夫、バッタがいるところはむしらないから」と言ったら、安心し

て清掃に行きました。私一人で、それも清掃時間の１０分程度でグラウンド中

の草をむしれるはずはないのですが…。１年生の感覚って、こんなものなんだ

なと思うと微笑まずにはいられませんでした。 

 


